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取 組 の 背 景
新しいマーケットづくりが必要　

柳ケ瀬商店街は、郊外型商業開発や EC サイトな
どの消費スタイルの変化に対応できず、衰退傾向が
止まらなかった。また、イベントによる活性化策も
一時的な集客にしかつながっておらず、若者世代の
来街者の減少に対応した新しい活性化が喫緊の課題
となっていた。

その一方で、製造小売店や個性的な商品を扱うセ
レクトショップに若年層を中心にした集客傾向があ
ることに着目。新規のファンづくりと老朽化したビ
ルの利活用のため、クラフト作品やオーガニック食
材などに興味のある若い女性をターゲットとした。

市民のニーズ調査でも、若年層の女性を中心とし
て、柳ケ瀬商店街で購入したい商品として「そこで
しか買えないもの」との声が多数上がっていた。こ
うした現状を踏まえ、柳ケ瀬に個性的な新しいマー
ケットをつくり、新規創業者を誘致し、さらには遊
休不動産へ定着させることが活性化の第 1 歩であ
ると考えていった。

取 組 の 内 容
個性的なイベントやインキュベーション事業に
より若者・女性層の取り込みへ

市民ニーズ調査の結果を踏まえ、新規顧客層を開
拓するため、20 代から 40 代の女性客層をメイン

ターゲットに絞った「手づくり」と「こだわり」の
詰まったライフスタイルマーケット（マルシェ・定
期市）を行う「サンデービルヂングマーケット」（以
下、「サンビル」という）を平成 26 年 9 月から毎
月第三日曜日に開催。サンビルは、アーケード下を
出店会場とするイベントであり、新規顧客層を開拓
するとともに、集まったマルシェ出店者を柳ケ瀬地
区の空き店舗に新規出店するように促す新しい取組
である。現在の「サンビル」の出店者数は当初の約
50 店舗から、約 140 店舗まで増加している。

さらに、そのステップアップ事業として、「サン
ビル」をベースに商店街活性化、特に空き店舗対策
に向けて一歩進化させた、新規出店者インキュベー
ション事業「ウィークエンドビルヂングストアーズ」

（以下、「ストアーズ」という）を平成 27 年 11 月
から開始した。「ストアーズ」は、商店街内にある
ビルの空き区画を活用し、チャレンジショップとし
て出店希望者に週末を中心として期間限定で貸し出
す事業であり、常に人の訪れる空気感を持った空間
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まず種まきをして、大事に育てて、実が
なるまでには時間がかかります。直接個
店の売上に繋がる取組ばかりに目が行き
がちですが、この様な取組をやっていか
ないと新しいファンを創出することはで
きません。

ここ数年は個性的な経営者、特に女性
や若い人が新しく店舗を構え、変化が少
し見えるようになってきています。地元
の事業者と専門家が、遊休不動産を活用
して新しい商いを生む事業者を集め、ま
ちの再生を目指す民間会社も立ち上がり
ました。お店を始める場として選んでも
らえる商店街を目指します。

動ける若い商店主を増やすことが最終
目標！　そのためには一般向けの集客イ
ベントから、ターゲットを絞った、新し
いファン・顧客を創出する取組へ変える
必要がありました。商店街（オーナー）
×実業者（テナント）×専門家（プロ
デューサー）、3 つの異なった立場の者
が連携したことで生まれた新しい取組を
みんなに理解してもらうには、まず 1
回やってみることでした。

商店街を若い人の創業の場へ
新しいお客さんに来てもらうために、

複数のプレイヤーが繋がって新しい動きに

を提供することで、店舗への新規出店を促している。

そのほか、小学校や親子連れを対象に商店街の特
徴や魅力を体験・理解するための社会見学として、

「柳ケ瀬商店街探検隊」を実施しており、小学生と
の交流による商店街のファンづくりも進めている。

さらに、中心市街地活性化アドバイザー、（一財）
岐阜市にぎわいまち公社とも連携し、若手店主を集
めて、各事業による集客効果や商店街の活性化につ
いて議論する「コア会議」を定期的に開催。副理事
長（女性）や建築士（女性）、岐阜市、大学教授、
銀行、経済産業局なども同会議に参画しており、多
様な主体の連携がある。今後は増加するインバウン
ド対応のため、ニーズ調査を実施する予定だ。

取 組 の 成 果
若者層の集客が定着

「サンビル」は、50 店舗の出店者数で始まったが、
現在では約 140 店舗に成長したことで集客や認知
度において東海地区有数の定期市となっている。「ス
トアーズ」については、開始から 5 か月で延べ出

店店舗数 10 店、出店日数 100 日となり、この企
画が中心商店街再生に有効であったことがうかがえ
る。
「サンビル」や「ストアーズ」では出店者にヒア

リング調査を実施しており、創業希望者を商店街内
の空き店舗への新規出店につなげられるよう、岐阜
市にも調査結果の共有を行っている。平成 26 年 6
月時点で商店街内に 32 店舗あった空き店舗が、平
成 28 年 6 月現在では 26 店舗に減少するなど商
店街での出店も着実に進んでいるところだ。

平成 27 年度には中心商業地再生に向けたニーズ
調査、マーケティング調査などを実施。その結果か
ら若者層の集客が定着してきている現状を受け、エ
リア再生加速化に向けた新しいプロジェクトの検討
が今後重要であると結論づけた。

実 施 体 制

「サンビル」などの事業については商店街と外部
の有志で実行委員会を組織し、実行している。有志
には、柳ケ瀬を含む周辺エリアのショップ経営者や
デザイナー、（一財）岐阜市にぎわいまち公社や中
小機構のアドバイザーも参加しており、商店街スタ
ッフに対するクリエイティブな思考や専門的なアド
バイスにより、さらなる活性化を図っている。商店
街の事業委員長には 40 代の若手女性を抜擢し、こ
れまでにない 20 代から 40 代までの女性客層に向
けた事業を行うことができている。また、商店街の
今後のビジョンに関する会議も行われており、大学
と連携した取組も商店街内で展開されている。

また、「サンビル」や「ストアーズ」は岐阜市中
心市街地活性化基本計画に掲げられており、市とも
連携を密に図っている。

「ウィークエンドビルヂングストアーズ」（チャレンジショップ）

社会見学「柳ケ瀬商店街探検隊」


